
モニター様 No. 5

だいぶハマっております！
他のイヤホンを使⽤している⼈たちを⾒る度に「いいから⼀度このイヤホンで聴いてみな
よ！」と⾔いたくなる程のハマりっぷりです(笑)

モデル 878を使⽤しての感想は、何といっても⻑時間使⽤しても⽿が凝らない『使い⼼地』、
すぐそこで演奏しているかのような『⾳の臨場感』、そして外界の⾳を驚くほど遮って⾳楽に
集中できる『遮⾳性』の３つに尽きると思います。

使⽤にあたって⼀番重要と思われるのは、イヤーチップの選択です。私も最初に前モデルの
868を使⽤し始めた時は、「ただのゴムのチップじゃないか」位にしか考えていませんでした
が、どっこいこの「ただのゴムチップ」ひとつで、使い⼼地はもちろん⾳の聴こえ⽅も「別の
イヤホンじゃないか！？」と思うほど変わってきます。⽿に直に触れるのが、この柔らかいゴ
ム製のイヤーチップですから、⽿のサイズにあったチップを選択できれば、ほぼストレスフリ
ーの『使い⼼地』で⻑時間⾳楽を楽しむことができます。これから使⽤される⽅は、ぜひこの
イヤーチップをサイズや⾳の好みに合わせてじっくり選んでいただきたいと思います。

ちなみに私の今のお気に⼊りは、鏡餅のようにイヤーチップが⼆重になっているものです。こ
れは格段に重低⾳の響きが良く、ＪＡＺＺ曲などでは、ウッドベースの弦の振動や、弾かれた
弦がネックにあたって鳴るビリビリといった微かな⾳まではっきりと聴こえます。決して重低
⾳だけが⼤きな⾳で強調される訳ではないのに、⿎膜に伝わる重低⾳の振動が⼼地よいです。
また、ボーカル曲でも声が良く通り、息遣いまで聴こえる程です。そしてボーカルが真ん中で
ドラムが右奥、ベースが左奥といった演奏位置まで⾳から想像することができ、『⾳の臨場
感』が感じられます。868と⽐べると、曲によっては、ですが⾳の広がりをより感じ、演奏会
場が⼀回り⼤きくなったような印象を受けました。

そして『遮⾳性』ですが、これがまた素晴らしい。初めてモデル 868を装着して⾳楽を聴いた
時の感動が忘れられません。まさに「⾳楽で⽿栓をしているよう」な感覚です。モデル 878も
その良さを引き継いでおり、聴いている⾳楽と⾃分が⾒ている景⾊がマッチすると、⾃分がそ
の曲のＰＶに⼊り込んだような感覚を覚えます。これは遮⾳性と⼀⾳⼀⾳のすばらしさが両⽴
した Blue ever blue 社のイヤホンならでは感覚だと思います。

同じ価格帯の商品は、ヘッドホンから Blue tooth 対応イヤホンまで様々試してきましたが、満
⾜度は⽂句なしの第⼀位です。⾳漏れ・遮⾳性・⽿疲れといったストレスを全て解消し、なお
かつ抜群の⾳の良さ。コストパフォーマンスがすごいと思います。
ただひとつ、次回は Blue tooth 対応の商品ぜひ作っていただきたいです！！このクオリティで
ワイヤーのストレスまで解消されたら・・・またモニター参加させてください(笑)
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